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令
和
四
年
も
あ
っ
と
い
う

間
に
春
を
迎
え
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
、
就
業
で
あ
れ
、
地

域
活
動
で
あ
れ
、
家
庭
で
あ

れ
、
日
常
と
な
っ
た
日
々
を

健
や
か
に
送
ら
れ
て
い
る
も

の
と
存
じ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力

　
　

公
益
社
団
法
人
熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

西
島
　
喜
義

を
賜
っ
て
お
り
ま
し
て
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
影
響
を
受
け
、

世
界
的
に
社
会
・
経
済
へ
の

影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。
わ

が
国
は
も
と
よ
り
本
県
・
市

に
お
い
て
も
同
様
な
状
況

に
あ
り
、
日
常
に
お
い
て
の

生
活
様
式
は
一
変
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
マ
ス
ク
を

着
け
、
不
要
不
急
の
外
出
を

控
え
る
な
ど
の
懸
命
の
自
衛

措
置
を
取
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
事
態
は
一
進
一

退
の
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ま

で
大
事
に
し
て
き
た
人
と
人

と
の
交
流
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
さ
え
も
円
滑
に
で
き

な
い
実
情
に
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
も
、
屋
外
業
務
、
管

理
等
の
就
業
に
お
い
て
は
コ

ロ
ナ
等
に
よ
る
影
響
を
受

け
、
全
体
と
し
て
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
も
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
は
地
域
の
日
常

の
生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
活
動
を
担
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
地

域
の
基
盤
を
担
う
、
い
わ
ゆ

る
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
」
の
一
つ
で
あ
る
と
自
負

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
Ｓ
Ｃ
の
就

業
の
基
本
で
あ
る
安
全
就
業

を
徹
底
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
業
務
等
を
着
実
に
進
め
て

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
五
年
十
月
か

時
季
に
思
う

1
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ら
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
ど

お
り
施
行
さ
れ
た
場
合
は
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
経

営
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

い
ま
、
熊
本
市
や
熊
本
市
議

会
は
も
と
よ
り
、
熊
本
県
や

熊
本
県
議
会
等
と
の
連
携
を

高
齢
者
の
就
労
と

　
　
　
　
　
生
き
が
い
講
習
会

で
、
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
会
長
と
玉
名
郡

長
洲
町
の
中
逸
博
光
町
長
が

講
師
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
「
シ
ル
バ
ー
世
代

　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
主
催
に
よ
る
講

演
会
が
、
令
和
三
年
十
一
月

二
十
日（
土
）く
ま
も
と
県
民

交
流
館
パ
レ
ア
で
開
か
れ
ま

し
た
。「
生
き
が
い
を
持
っ
て

健
康
で
長
生
き
を　

高
齢
者

の
就
労
を
考
え
る
講
習
会
」

に
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
会
長
と
し
て

本
Ｓ
Ｃ
の
西
島
理
事
長
が
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、「
健
康

長
寿
い
き
い
き
講
座
」「
健

康
寿
命
の
延
伸
を
支
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
関
連
事
業

図
り
、
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の

特
例
措
置
等
の
要
望
活
動
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
早
期
の
収
束
を
願
い

つ
つ
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
更

な
る
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。
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令
和
三
年
十
一
月
三
十
日

（
火
）
熊
本
城
ホ
ー
ル
会
議

室
で
安
全
就
業
を
徹
底
す
る

た
め
の
緊
急
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
緊
急
講
習

会
は
、
熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
剪
定
業

務
等
の
重
篤
事

故
が
二
度
と
生

じ
な
い
た
め
、

剪
定
部
会
の
班

長
、
安
全
管
理

責
任
者
な
ど
約

八
十
人
の
出
席

の
中
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
西
島

理
事
長
の
挨
拶

に
続
き
、「
労
働

の
働
き
方
～
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
通

し
て
」
と
題
し
て
百
歳
以
上

の
高
齢
者
が
全
国
で
八
万
六

千
人
お
り
、
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
な
ど
国
内
、
県

内
の
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て

い
る
現
状
を
説
明
。「
生
き
が

い
の
あ
る
人
は
健
康
で
長
生

き
す
る
と
い
わ
れ
る
。
人
生

百
年
時
代
の
中
、
生
き
が
い

を
持
つ
こ
と
が
大
切
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

一
方
、
働
く
高
齢
者
が

年
々
、
増
え
て
い
る
と
し
た

上
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
が
全
国
で
七
十

万
人
弱
で
あ
り
、
入
会
の
動

機
と
し
て
は
時
間
的
余
裕
、

家
計
補
助
が
と
も
に
一
八
％

安
全
就
業
を
徹
底
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
緊
急
講
習
会

で
、生
き
が
い
や
社
会
参
加
、

健
康
保
持
、
仲
間
づ
く
り
の

た
め
と
い
う
人
が
多
い
こ
と

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
は
清
掃
や
草
刈
り
、

庭
木
の
剪
定
な
ど
が
中
核
事

業
と
な
っ
て
い
る
が
、こ
れ
か

ら
は
高
齢
者
世
帯
や
子
育
て

世
帯
へ
の
支
援
、
空
き
家
・

空
き
地
管
理
、
人
手
不
足
企

業
へ
の
派
遣
な
ど
、
重
点
事

業
も
広
が
っ
て
く
る
。
楽
し

く
、
仲
間
づ
く
り
が
で
き
、

生
き
が
い
、
健
康
づ
く
り
に

つ
な
が
る
。
皆
さ
ん
も
働
い

て
み
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か

け
講
演
は
終
わ
り
ま
し
た
。

 

広
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委
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安 

全 

祈 

願

　

熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
「
新
年
安
全
祈

願
」
が
、
令
和
四
年
一
月
十

一
日（
火
）、
加
藤
神
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

役
職
員
二
十
二
名
と
職
員

十
一
名
の
出
席
で
午
前
十
一

時
か
ら
拝
殿
に
入
り
ま
し
た
。

　

神
事
は
、
神
職
の
祝
詞
奏

上
、
御
神
楽
を
経
て
西
島
理

事
長
に
よ
り
玉
串
奉

奠
が
行
わ
れ
、
こ
の

一
年
の
安
全
就
業
と

セ
ン
タ
ー
及
び
会
員

の
繁
栄
を
祈
願
い
た

し
ま
し
た
。

※
境
内
に
て
理
事
長

挨
拶

　
『
こ
の
一
年
事
故

が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
無
事
に
祈
願
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
の
徹
底
す
る
柱
と
し

て
三
つ

　

ま
ず
、安
全
就
業
の
推
進
、

こ
れ
は
繰
り
返
し
、
繰
り
返

安
全
の
確
保
に
つ
い
て
」
熊

本
労
働
基
準
監
督
署
澤
井
泰

宏
安
全
衛
生
課
長
の
講
演
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
、
日
々
の
就
業
で

気
を
付
け
る
要
点
な
ど
メ
モ

を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

要
点

・�

労
働
災
害
の
現
状
及
び
推

移
・�

は
し
ご
や
脚
立
か
ら
の
墜

落
、
転
落
事
故
災
害
の
事

例
・�

は
し
ご
や
脚
立
の
安
全
使

用
ポ
イ
ン
ト

・�

転
落
時
の
保
護
帽
着
用
の

有
無
で
の
効
果
の
違
い

　

事
務
連
絡
後
、
剪
定
部
会

長
徳
永
会
員
よ
り
閉
会
の
挨

拶
が
あ
り
終
了
し
ま
し
た
。
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卓
球
大
会

な
ご
み
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
早
期
収
束

を
願
い
な
が
ら
第
三
回
を
迎

え
た
熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
「
な
ご
み
会
」
主

催
の
卓
球
大
会
が

十
二
月
九
日（
木
）、

県
立
総
合
体
育
館

に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。

　

大
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
対
策

と
し
て
手
指
の
消

毒
や
、
プ
レ
ー
時

を
除
く
マ
ス
ク
の

着
用
、
消
毒
済
み

ピ
ン
ポ
ン
玉
の
使

用
な
ど
感
染
症
対

策
を
徹
底
し
て
実

施
さ
れ
た
。

　

大
会
出
場
者
は
男
女
合
わ

せ
て
十
二
人
（
最
高
齢
八
十

二
歳
、最
年
少
六
十
五
歳
、平

均
年
齢
七
十
五
歳
）、
そ
れ

に
大
会
支
援
に
携
わ
る
セ
ン

タ
ー
事
務
局
職
員
、
な
ご
み

会
役
員
等
計
十
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
。

　

大
会
は
、
な
ご
み
会
田
上

会
長
の
開
会
の
辞
に
始
ま

り
、
後
藤
守
弘
会
員
か
ら
同

得
点
の
場
合
は
年
長
者
上
位

と
す
る
な
ど
本
大
会
特
有
の

シ
ル
バ
ー
ル
ー
ル
及
び
競
技

上
の
注
意
事
項
が
説
明
さ
れ

し
徹
底
す
る
事
が
肝
心
で
す
。

　

次
に
、
シ
ル
バ
ー
全
体
と

し
て
の
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

体
調
管
理
、
市
民
の
方
々
か

ら
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
な
体
制
づ
く
り

　

そ
し
て
、
令
和
五
年
の
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
国
、
県
、
市
へ
の
働

き
か
け
や
会
員
の
皆
様
へ
の

周
知
な
ど

　

今
後
も
地
域
の
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
一
丸
と
な
り
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。』

 

広
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委
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た
。
そ
の
後
、
準
備
運
動
の

後
、
競
技
者
全
員
が
Ａ
・
Ｂ

の
パ
ー
ト
に
別
れ
、
各
パ
ー

ト
六
人
の
総
当
た
り
式
に
よ

り
、
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
切
ら

れ
た
。

　

八
十
歳
代
は
も
と
よ
り
平

均
年
齢
七
十
五
歳
と
は
思
え

な
い
見
事
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

目
を
見
張
る
ラ
リ
ー
の
応
酬
、

力
強
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
、
こ
の

パ
ワ
ー
は
ど
こ
か
ら
来
る
の

か
競
技
者
に
目
を
奪
わ
れ
る

と
と
も
に
、
ス
ピ
ン
を
か
け

た
名
プ
レ
ー
に
対
す
る
迷
プ

レ
ー
や
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
う
ま

で
も
な
く
素
手

に
よ
り
返
球
し

よ
う
と
す
る
珍

プ
レ
ー
な
ど
も

あ
り
、
館
内
は

歓
声
が
沸
き
起

こ
り
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　

リ
ー
グ
戦
が

終
わ
る
と
、
各

パ
ー
ト
の
一
位
、

二
位
の
四
人
が
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
に
よ
り
白
熱
し
た
戦
い

を
進
め
、
そ
の
結
果
は
次
の

と
お
り
、
戦
い
を
制
し
た
の

は
三
年
連
続
と
な
る
後
藤
会

員
で
あ
っ
た
。

優
勝

　

後
藤　

守
弘（
八
十
歳
）

準
優
勝

　

平
岡　

政
弘（
六
十
五
歳
）

三
位

　

最
所　
　

敬（
八
十
二
歳
）

　

莟　
　

良
輔（
七
十
五
歳
）

　

優
勝
者
を
は
じ
め
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
戦
っ
た
三
位
以
上

の
競
技
者
に
、
田
上
会
長
よ

り
賞
状
及
び
副
賞
が
授
与
さ

れ
る
と
と
も
に
参
加
者
全
員

に
参
加
賞
が
配
付
さ
れ
た
。

な
か
で
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
と
し
て
手
製
の
布
マ
ス
ク

を
全
員
に
配
布
す
る
な
ど
奇

特
な
競
技
者
も
み
ら
れ
た
。

　

大
会
を
振
り
返
り
、
足
に

障
害
が
あ
る
方
が
、
汗
を
流

し
な
が
ら
戦
い
を
進
め
、
三

勝
し
て
お
ら
れ
る
姿
に
感
動

す
る
と
と
も
に
、
卓
球
は

少
々
の
障
害
が
あ
っ
て
も
高

齢
者
に
と
っ
て
息
長
く
続
け

る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
競
技
者
で

も
あ
っ
た
西
島
理
事
長
か
ら

「
本
大
会
は
会
員
の
若
さ
を

取
り
戻
す
意
味
を
も
っ
て
い

る
。」
旨
の
挨
拶
に
う
な
ず
き

な
が
ら
会
場
を
後
に
し
た
。
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手
記 

「
心
に
残
る
い
い
話
」

　
　
　
　
ふ
み
と
も
の
事

　

Ｋ
さ
ん
と
の
文
通
が
始

ま
っ
て
も
う
一
五
年
が
た

つ
。
Ｋ
さ
ん
は
栃
木
県
宇

都
宮
市
に
住
む
女
性
だ
。

Ｋ
さ
ん
か
ら
初
め
て
の
手

紙
を
い
た
だ
い
た
日
の
こ

と
は
、
い
ま
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、

唱
歌
「
月
見
草
」
が
縁
と

な
っ
て
始
ま
っ
た
。

　

七
十
歳
の
頃
、
Ｊ
Ｒ
の

会
員
情
報
誌
を
愛
読
し
て

い
て
、
毎
月
紹
介
さ
れ
る

ツ
ア
ー
や
名
所
の
記
事
を

楽
し
ん
で
い
た
。
あ
る
時
、

「
あ
な
た
の
愛
唱
歌
は
？
」

と
い
う
原
稿
募
集
の
ペ
ー

ジ
を
見
つ
け
た
。
早
速
、

「
月
見
草
」の
歌
と
そ
れ
に

ま
つ
わ
る
思
い
出
を
書
い

て
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
採

用
さ
れ
掲
載
さ
れ
た
。

　
「
月
見
草
」
は
、昭
和
十

年
に
発
表
さ
れ
、
た
ち
ま

ち
少
女
た
ち
の
間
に
広

が
っ
た
叙
情
豊
か
な
文
語

体
の
歌
で
あ
る
。
小
学
校

六
年
の
運
動
会
の
時
、
女

子
だ
け
で
ダ
ン
ス
の
曲
と

し
て
踊
っ
た
思
い
出
が
あ

る
。
そ
れ
以
来
、
ふ
と
し

た
時
に
口
ず
さ
ん
で
き
た

工
芸
・
手
芸
・
書
道
・
写
真
・

陶
芸
な
ど
一
〇
九
点
の
多
岐

に
わ
た
り
展
示
さ
れ
、
特
に

新
年
の
干
支
の
寅
を
現
し
た

手
芸
工
芸
の
作
品
に
目
が
惹

か
れ
い
ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い

で
し
た
。

　

熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
所
属
の
会
員
の
作
品

も
会
場
の
中
心
部
に
友
情
展

示
テ
ー
ブ
ル
が
設
け
ら
れ
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

作
品
は
会
員
十
五
名
か

ら
十
五
点
の
工
芸（
木
彫
り

像
）・
手
芸
・
写
真
・
絵
画
等

が
展
示
さ
れ
い
ず
れ
も
素
人

作
品
と
思
え
な
い
力
作
揃
い

に
感
服
し
ま
し
た
。

 

広
報
委
員　

田
上
吉
昭

　

熊
本
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
の
第
二
十
七
回
文
化

作
品
展
が
十
二
月
十
八
日
か

ら
一
月
二
十
三
日
ま
で
高
齢

者
に
と
っ
て
交
通
便
の
よ
い

熊
本
市
現
代
美
術
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
正
月

休
み
を
挟
む
長
期
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
作
品
は
絵
画
・

熊
本
市
シ
ル
バ
ー
文
化
作
品
展

◆ 

熊
日
掲
載 

◆
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大
好
き
な
歌
で
も
あ
っ
た
。

　

Ｋ
さ
ん
も
同
じ
情
報
誌

の
愛
読
者
だ
っ
た
。
私
の

原
稿
を
読
み
、
手
紙
を
く

だ
さ
っ
た
。「『
月
見
草
』

の
歌
は
私
も
大
好
き
で

す
。
三
拍
子
の
弾
む
よ
う

な
、
で
も
少
し
控
え
め
な

歌
、
こ
ん
な
歌
を
大
好
き

と
い
わ
れ
る
貴
女
と
は

き
っ
と
感
性
が
同
じ
で
す

ね
、
ふ
み
と
も
し
ま
せ
ん

か
」と
い
う
文
面
だ
っ
た
。

　

私
は
、
遠
方
か
ら
の
手

紙
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
、

〝
ふ
み
と
も
〟
と
い
う
言

葉
に
「
え
っ
、
な
に
？
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。
少
女
雑

誌
を
通
じ
て
の
文
通
が
流

行
し
て
い
た
中
学
生
の

頃
、
当
時
は
文
通
相
手
の

こ
と
を
ペ
ン
フ
レ
ン
ド
と

呼
ん
で
は
い
た
が
…
。
ふ

み
と
も
…
あ
っ
「
文
友
」

か
と
納
得
が
い
く
と
、
こ

の
言
葉
が
と
て
も
新
鮮
に

思
え
て
、
す
ぐ
に
返
事
を

出
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
お

互
い
の
趣
味
や
日
常
生
活

の
こ
と
な
ど
し
た
た
め
た

手
紙
の
や
り
と
り
が
始

ま
っ
た
。

　

Ｋ
さ
ん
は
小
学
校
の
先

生
を
し
て
い
た
方
な
の
で
、

字
が
き
れ
い
で
文
章
の
ま

と
ま
り
も
良
く
、
毎
回
の

手
紙
か
ら
は
教
わ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、

私
な
ら
平
仮
名
で
書
く
よ

う
な
時
に
漢
字
が
使
っ
て

あ
り
、
こ
ん
な
使
い
方
を

す
る
の
か
と
い
っ
た
新
鮮

な
学
び
が
あ
っ
た
。
時
に

は
Ｋ
さ
ん
か
ら
地
元
紙
に

掲
載
さ
れ
た
自
作
の
短
歌

の
コ
ピ
ー
が
送
ら
れ
、
私

も
過
去
に
熊
日
に
掲
載
さ

れ
た
随
筆
や
投
稿
意
見
を

送
っ
た
。
文
通
は
日
々
の

私
の
励
み
に
も
な
っ
て
い

た
。

　

Ｋ
さ
ん
と
は
、
こ
の
一

五
年
で
一
度
だ
け
お
会
い

す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
文
通
を
初
め
て
一

年
目
、
私
が
「
会
津
、
裏

磐
梯
紅
葉
の
旅
」
と
い
う

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
時
の

こ
と
だ
。
ツ
ア
ー
一
日
目

の
昼
食
を
と
っ
た
の
が
宇

都
宮
市
の
ホ
テ
ル
で
、
そ

こ
に
Ｋ
さ
ん
が
訪
ね
て
き

て
く
れ
た
。
わ
ず
か
二
〇

分
ほ
ど
の
会
話
だ
っ
た

が
、
私
に
と
っ
て
は
忘
れ

が
た
い
日
と
な
っ
た
。

　

月
二
回
ほ
ど
だ
っ
た
手

紙
の
や
り
と
り
は
、
こ
こ

数
年
、
二
カ
月
に
一
回
程

度
に
減
っ
て
い
る
。
で
も
、

絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
二

人
と
も
八
〇
年
代
半
ば
を

超
え
い
つ
ま
で
続
く
か
わ

か
ら
な
い
「
ふ
み
と
も
」

だ
け
ど
、
お
互
い
の
老
化

が
進
ん
で
終
り
の
日
が
く

る
ま
で
、
手
紙
を
書
き
続

け
る
つ
も
り
だ
。

 

会
員　

片
田
成
子

◆ 熊日掲載 ◆ ――――――――――――――――――――
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た
。

　

私
の
秋
へ
の
こ
だ
わ
り

は
、
カ
サ
コ
ソ
と
ひ
そ
か

な
音
を
楽
し
み
な
が
ら
、

落
ち
葉
の
道
を
歩
く
こ
と

で
す
。
落
ち
葉
で
埋
ま
っ

た
山
道
を
歩
き
な
が
ら
立

ち
止
ま
っ
て
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
考
え
ま
す
。
特
に
、

残
り
の
少
な
く
な
っ
た
命

に
つ
い
て
考
え
る
日
が
増

え
ま
し
た
。

　

子
育
て
か
ら
解
放
さ
れ

た
六
十
代
以
降
、
旅
行
や

音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
、
歌
声

サ
ロ
ン
へ
の
参
加
、
孫
た

ち
と
の
食
事
と
、
質
素
で

し
た
が
、
私
な
り
の
充
実

感
が
あ
り
ま
し
た
。「
明

日
、
命
が
終
わ
っ
て
も
後

悔
は
し
な
い
」
と
思
い
な

が
ら
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
年
の
秋
は
、

こ
の
済
ん
だ
空
に
調
和
す

る
紅
葉
や
黄
葉
を
眺
め

 

熊
日
読
者
の
ひ
ろ
ば

　
秋
の
紅
葉
満
喫
生
き
る
勇
気
が

　

今
年
も
ま
た
、
す
て
き

な
秋
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
バ
ス
や
電
車

の
中
か
ら
眺
め
る
自
然
の

美
し
さ
は
、
私
の
知
る
限

り
の
言
葉
を
並
べ
て
も
表

現
し
き
れ
ま
せ
ん
。
細
川

刑
部
邸
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
、
竹
あ
か
り
も
見
事
で

し
た
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
、
秋
の
季
節
を
楽
し

め
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年

は
感
染
者
も
少
な
く
な
っ

て
、
久
し
ぶ
り
に
心
ゆ
く

ま
で
季
節
を
味
わ
い
ま
し

―――――――――――――――――――― ◆ 熊日掲載 ◆

て
、「
次
の
年
も
、
そ
の
次

も
元
気
で
生
き
て
、
こ
の

景
色
を
絶
対
に
見
な
け
れ

ば
…
」
と
勇
気
が
湧
い
て

き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、

桜
の
季
節
も
待
っ
て
い
ま

す
。
自
然
の
力
に
改
め
て

気
付
き
ま
し
た
。

 

片
田
成
子
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■ 

会
員
文
芸 

■

◎
短
歌
の
部
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

熊
日
入
選

○ 
鉄
柱
を
よ
じ
登
る
孫
昨
日
よ
り
　

　
　
　
す
る
す
る
登
る
顔
赤
く
し
て

○ 

断
捨
離
を
し
て
み
た
が
着
て
み
た
り

　
　
　
出
し
た
り
入
れ
た
り
電
話
あ
っ
た
り

会
員
　
内
田
美
千
代

○ 

亡
き
母
の
言
葉
は
常
に
耳
元
へ

　
　
　
届
き
て
吾
を
励
ま
し
て
く
る

○ 

お
は
よ
う
に
変
わ
る
挨
拶
「
昨
日
何
人
」

　
　
　
日
々
増
加
す
る
コ
ロ
ナ
感
染

会
員
　
檜
室
な
お
み

◎
川
柳
の
部

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

熊
日
特
選

○
　
接
種
終
え
旅
案
内
に
目
が
止
ま
る

　�【
評
】
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
の
上
下
を
案
じ
る

日
々
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
一
回
、
二
回
と

済
ま
せ
た
人
、
ま
だ
の
人
も
い
る
中
、
旅
案

内
に
目
が
止
ま
り
、
生
き
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
。
秋
だ
。
生
き
る
自
由
、
そ
し
て
旅

を
た
の
し
む
自
由
も
よ
し
。会員

　
内
田
美
千
代

熊
日
入
選

○ 

登
山
と
は
初
心
に
戻
る
基
点
な
り

○ 

極
上
の
お
し
ゃ
べ
り
続
く
日
向
ぼ
こ

○ 

畳
替
え
祝
い
事
か
と
人
は
言
う

会
員
　
相
馬
　
妙
子

◎
き
ょ
う
の
肥
後
狂
句
（
熊
日
）

………
…
…
…

○ 

趣
味
の
よ
さ
　
飛
騨
の
匠
の
家
具
ば
か
り

○ 

音
痴
な
ァ
　
カ
ラ
オ
ケ
の
日
は
病
気
さ
す

会
員
　
片
田
成
子

会
員
投
稿

○ 

絵
手
紙
で
　
ま
だ
ま
だ
元
気
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

生
き
と
る
ば
い
！

○ 
む
し
ゃ
ん
良
か
　
い
く
つ
に
な
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〝
い
け
め
ん
〟
で
す

　
会
員
　
萩
本
芙
紗
子
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令和３年

　

十
一
月
十
二
日　

植
木
文
化

ホ
ー
ル
に
て
開
催
、
十
名
の
参

加
者
、
正
会
員
入
会
三
名
、
仮

会
員
の
登
録
三
名
と
な
り
ま
し

た
。

　

十
二
月
一
日　

パ
レ
ア
ホ
ー

ル
に
て
開
催
、
六
四
名
の
参
加

合
同
就
業
相
談
会

者
、
正
会
員
登
録
二
〇
名
、
仮

会
員
登
録
一
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
月
一
七
日　

開
催
予
定
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
防
止
重
点

措
置
適
用
に
よ
り
開
催
中
止
。

会
報
火
の
く
に

掲
載
作
品
の
応
募
募
集

　

川
柳
・
短
歌
・
俳
句
・
肥
後

狂
句
な
ど
、
会
報
「
火
の
く
に
」

へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
作
品
投
稿
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

12月１日合同就業相談会

３日なごみ会幹事会

８日新入会員オリエンテーション

９日なごみ会卓球大会

10日安全巡回及び委員会

15日熊本県ＳＣ連合会業務研修会

17日理事会

18日熊本市老人クラブ連合会作品
展（1/23 まで）

22日総務委員会・新入会員オリエ
ンテーション

24日管理希望新人研修

１月７日なごみ会幹事会

９日女性会員就業グループ会議

11日新年安全祈願

12日新入会員オリエンテーション

13日東区地域班班長会議

14日安全指導員オンライン研修・
植木除草班会議・第二回県後
期高齢者医療運営会議

18日政令指定都市代表者オンライ
ン会議

19日中央区地域班班長会議

24日西区地域班班長会議

26日監事現場監査

27日除草草刈講習会

28日なごみ会幹事会

２月３日全国ＳＣ理事会

４日熊本県ＳＣ連合会委員会（ズー
ム会議）

16日安全適正就業委員会

18日政令指定都市実務者会議（オ
ンライン）・剪定座学講習

20日女性会員就業グループ会議

24日なごみ会幹事会

25日女性活躍委員会・管理業務部
会会議・熊本県ＳＣ連合会理
事長事務局長オンライン会議

３月４日剪定幹部会議

６日女性会員就業グループ会議

11日北区地域班長会議

15日専門委員会

17日一般作業部会会議

18日熊本県ＳＣ連合会理事会・一
般作業部会会議

23日新入会員オリエンテーション

20日女性会員就業グループ会議

25日理事会

令和４年

11

（令和４年３月発行）


